
地図のキッチンin 金沢

—「調理実習」で体感する今どきの高校地理 —

【例会の概要】

2022年度から、すべての高校で「地理総合」が必修になった。生徒達は一人一台の携帯情報端末を持ち、ほ
ぼすべての生徒が日常的にスマートフォンを使いこなす中、地理の授業や地図の利用も大きく様変わりしている。
そうした現状を踏まえ、本企画は、「地図展」の来場者に向けて、高等学校の「地理総合」で日常的に行われて
いる地図の活用について、簡単な実習を通じて理解を深めてもらうことを目的とする。
1回20分程度で、デジタル地図を使った模擬授業（作図実習）を行う。主催者が用意するタブレット端末

（10台）あるいはスマートフォンを使い、金沢と周辺地域を描いてもらう。

【主催】 ⽇本地図学会学校GIS教育専⾨部会

【⽇時】 令和６年１０⽉５⽇（⼟曜⽇） 午後１時〜午後４時
【会場】 ⾦沢駅東もてなしドーム地下広場 ⾦沢市⽊ノ新保町2番地
【講師】 伊藤 智章（⽇本地図学会学校GIS教育専⾨部会主査）

（静岡県⽴富⼠東⾼等学校教諭）
吉⽥ 啓悟（⽯川県⽴⾦沢泉丘⾼校教諭）

【タイムテーブル】

受付開始 12:30

3：00～13：45 ワークショップ ①

＜休憩＞
14：00～14：45 ワークショップ ②

終了 16：00

○各回10名程度の参加者を予定
○事前の参加申し込みを取るが、当日の飛び入り参加も可能。
その際は手持ちのスマートフォンを使って参加のこと。


